
経済産業部 農業局

ふじのくに「花の都しずおか」づくり
～「浜名湖花博15年目の春」・「北京国際園芸博覧会」～

「浜名湖花博１５年目の春」の開催

○期 間 5月10日（金）～19日（日） ○会 場 浜名湖ガーデンパーク
（屋外は６月30日まで） ○来場者数 70,000人（10日間）

花活のススメ。とは？
⽇本の伝統的な園芸⽂化や浜名湖花博のレガシーを活かした最新のガーデン
デザインに触れ、現代の⽣活に花や緑を取り⼊れることを提案

主なプログラム

新時代を祝う特別な10日間

しずおか花物語
～花活のススメ。～

○県産花きを⽤いた豊富な参加体験型メニューの提案
たねダンゴづくり、ポタジェGardenなどのワークショップ
ガーデンウォーク 〜花⽂化トレンドリーダーと花めぐり〜

参加者合計 1,662⼈
効 果

幅広い世代が花に親しみ、花の消費を拡⼤



こども達が花に親しむ⼼を育む
地域で花緑活動を⾏う⼈たちのきっかけづくり
参加者：村櫛⼩学校児童14⼈ 農林⼤学校学⽣17⼈

⼀般公募42⼈ 合計73⼈

花活のススメ。その１

たねダンゴ®づくりワークショップ

肥料と花の種が⼊った泥
ダンゴをたくさん作りま
した。

⽔辺の花壇に、デザイン
を考えながら、たねダン
ゴを植え込みました。

春の⽔辺を美しく彩る花
壇ができました。

昨年11月 本年５月

ポタジェガーデンとは、フランスの家庭菜園のこと
2009年に開催したワールドガーデンコンペティシ
ョンのケイト庭園を、最新トレンドの庭にリメイク
参加者：県内の花緑リーダー １８⼈

花活のススメ。その2

ポタジェGardenワークショップ

2009年の「⼈と⾃然のための庭」
のテーマを継承したポタジェのデ
ザインを検討し、プランを作成。

5⽉10⽇に、プランに基づいてレ
ンガを敷き、ポタジェに適した植
物を植栽しました。

昨年11月 本年５月



2019年北京国際園芸博覧会の出展

開催期間 2019年４⽉29⽇〜10⽉７⽇
うち静岡県出展（⽇本展⽰館内）：６⽉８⽇〜６⽉21⽇

会場･規模 北京市延慶区（503ha）
⼊場⽬標1,600万⼈（20％海外渡航者） 参加国80か国

世界に向けて、ふじのくに「花の都しずおか」を発信
世界から静岡へ誘客！ 国際園芸家協会最上位の博覧会

（2004年浜名湖花博と同等）

会場イメージ図 ⽇本展⽰館と⽇本庭園

2019年北京国際園芸博覧会の出展

○⽇本展⽰館内に、⽯原和幸⽒デザインに
よる⽇本⼀の⽣産量を誇るガーベラを
⽤いた作品を展⽰

○⾳楽、映像、茶の⾹りの演出により静岡県
（花の都、茶の都）をＰＲ



ふじのくに「花の都しずおか」の展開

花・緑の資源をフル活⽤花・緑の資源をフル活⽤

世界から花の都しずおかへ

花と緑のおもてなし

年間出荷する多彩で⾼品質な花
春夏秋冬花が楽しめる名所

ふじのくに「花の都しずおか」の展開

花と緑を取り⼊れた
⽣活⽂化に親しむ⼈づくり

花と緑があふれる
ふじのくに「花の都しずおか」の実現

花の消費拡⼤

花によるおもてなしの充実
県⺠による景観づくり

豊富な花の名所・施設のＰＲ

国内外からの誘客

704品⽬の多彩で⾼品質な花きの⽣産

オープンガーデン

浜名湖ガーデンパーク

⾼度環境制御技術による⽣産

花の⽣産拡⼤


